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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸方向（Ａ）及び周方向（Ｃ）を画成するガスタービンエンジン（１０）用の燃焼機ア
センブリ（１００）であって、燃焼機アセンブリ（１００）は、第１の燃焼チャンバ部材
及び第２の燃焼チャンバ部材であって、第１及び第２の燃焼チャンバ部材は、それぞれセ
ラミックマトリックス複合材料で形成され、共に燃焼チャンバ（１０８）を少なくとも部
分的に画成し、第１の燃焼チャンバ部材は第１の結合フランジ（１３８）を備え、第２の
燃焼チャンバ部材は第２の結合フランジ（１４０）を備え、第１及び第２の結合フランジ
（１３８、１４０）は、互いに隣接して配置され、燃焼チャンバ（１０８）から外向きに
延在する、第１の燃焼チャンバ部材及び第２の燃焼チャンバ部材と、第１の装着フランジ
（１４２）及び第２の装着フランジ（１４４）を備える装着アセンブリ（１３６）であっ
て、第１の装着フランジ（１４２）は、第１の結合フランジ（１３８）に隣接して配置さ
れ、第２の装着フランジ（１４４）は、第２の結合フランジ（１４０）に隣接して配置さ
れ、装着アセンブリ（１３６）は、第１及び第２の燃焼チャンバ部材を取り付ける取付け
部材（１４６）を更に備える、装着アセンブリ（１３６）とを備える、燃焼機アセンブリ
（１００）。
【請求項２】
　第１の燃焼チャンバ部材は燃焼機ドーム（１１２）であり、第２の燃焼チャンバ部材は
燃焼チャンバライナ（１１４、１１６）である、請求項１に記載の燃焼機アセンブリ（１
００）。
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【請求項３】
　燃焼チャンバライナ（１１４、１１６）は燃焼チャンバ内側ライナ（１１４）である、
請求項２に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項４】
　装着アセンブリ（１３６）は、ガスタービンエンジン（１０）内で燃焼機アセンブリ（
１００）を支持する、請求項１に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項５】
　取付け部材（１４６）は、ナット（１７２）及びボルト（１７４）を備え、ボルト（１
７４）は、第１の装着フランジ（１４２）を第２の装着フランジ（１４４）に向けて押す
ために第１及び第２の装着フランジ（１４２、１４４）並びに第１及び第２の結合フラン
ジ（１３８、１４０）を通って延在する、請求項１に記載の燃焼機アセンブリ（１００）
。
【請求項６】
　装着アセンブリ（１３６）は、第１及び第２の結合フランジ（１３８、１４０）内でボ
ルト（１７４）の周りに延在するブッシング（１７８）を更に備える、請求項５に記載の
燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項７】
　ブッシング（１７８）は長さ（１８２）を画成し、第１及び第２の結合フランジ（１３
８、１４０）は組合せ幅（１８０）を画成し、ブッシング（１７８）の長さ（１８２）は
、第１及び第２の結合フランジ（１３８、１４０）の組合せ幅（１８０）よりも小さい、
請求項６に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項８】
　第１及び第２の結合フランジ（１３８、１４０）は、周方向（Ｃ）に実質的に連続して
延在する、請求項１に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項９】
　装着アセンブリ（１３６）の第２の装着フランジ（１４４）は、周方向（Ｃ）に実質的
に連続して延在する、請求項１に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項１０】
　装着アセンブリ（１３６）の第１及び第２の装着フランジ（１４２、１４４）は、金属
材料で構成される、請求項１に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項１１】
　装着アセンブリ（１３６）は、前方端（１５０）から後方端（１５２）まで延在する環
状支持部材（１４８）を更に備え、第２の装着フランジ（１４４）は、環状支持部材（１
４８）の前方端（１５０）から延在し、環状支持部材（１４８）は、ガスタービンエンジ
ン（１０）内に支持部材（１４８）を装着するための、後方端（１５２）にある結合部（
１５６）を含む、請求項１に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項１２】
　環状支持部材（１４８）は、装着アセンブリ（１３６）の環状支持部材（１４８）に対
する第１及び第２の燃焼チャンバ部材の膨張を可能にするために、概ね軸方向（Ａ）に沿
って延在する複数のギャップ（１７０）を含む、請求項１１に記載の燃焼機アセンブリ（
１００）。
【請求項１３】
　軸方向（Ａ）及び周方向（Ｃ）を画成するガスタービンエンジン（１０）用の燃焼機ア
センブリ（１００）であって、燃焼機アセンブリ（１００）は、セラミックマトリックス
複合材料で形成され第１の結合フランジ（１３８）を備える燃焼機ドーム（１１２）と、
セラミックマトリックス複合材料で形成され第２の結合フランジ（１４０）を備えるライ
ナ（１１４、１１６）であって、ライナ（１１４、１１６）及び燃焼機ドーム（１１２）
は、共に燃焼チャンバ（１０８）を少なくとも部分的に画成する、ライナ（１１４、１１
６）と、第１の装着フランジ（１４２）及び第２の装着フランジ（１４４）を備える装着
アセンブリ（１３６）であって、第１の装着フランジ（１４２）は、第１の結合フランジ
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（１３８）に隣接して配置され、第２の装着フランジ（１４４）は、第２の結合フランジ
（１４０）に隣接して配置され、装着アセンブリ（１３６）は、ライナ（１１４、１１６
）及び燃焼機ドーム（１１２）を取り付けるために第１の装着フランジ（１４２）と第２
の装着フランジ（１４４）とを共に固定する取付け部材（１４６）を更に備える、装着ア
センブリ（１３６）とを備える燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項１４】
　装着アセンブリ（１３６）は、ガスタービンエンジン（１０）内で燃焼機アセンブリ（
１００）を支持する、請求項１３に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項１５】
　取付け部材（１４６）は、ナット（１７２）及びボルト（１７４）を備え、ボルト（１
７４）は、第１及び第２の装着フランジ（１４２、１４４）並びに第１及び第２の結合フ
ランジ（１３８、１４０）を通って延在する、請求項１３に記載の燃焼機アセンブリ（１
００）。
【請求項１６】
　第１及び第２の結合フランジ（１３８、１４０）は、周方向（Ｃ）に実質的に連続して
延在する、請求項１３に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項１７】
　装着アセンブリ（１３６）の第１及び第２の装着フランジ（１４２、１４４）は、周方
向（Ｃ）に実質的に連続して延在する、請求項１３に記載の燃焼機アセンブリ（１００）
。
【請求項１８】
　装着アセンブリ（１３６）は、前方端（１５０）から後方端（１５２）まで延在する環
状支持部材（１４８）を更に備え、第２の装着フランジ（１４４）は、環状支持部材（１
４８）の前方端（１５０）から延在し、環状支持部材（１４８）は、ガスタービンエンジ
ン（１０）内に支持部材（１４８）を装着するための、後方端（１５２）にある結合部（
１５６）を含む、請求項１３に記載の燃焼機アセンブリ（１００）。
【請求項１９】
　軸方向（Ａ）及び周方向（Ｃ）を画成するガスタービンエンジン（１０）であって、ガ
スタービンエンジン（１０）は、圧縮機セクション（２２、２４）と、タービンセクショ
ン（２８、３０）と、圧縮機セクション（２２、２４）とタービンセクション（２８、３
０）の間に配された燃焼セクション（２６）であって、燃焼セクション（２６）は燃焼機
アセンブリ（１００）を備え、燃焼機アセンブリ（１００）は、第１の燃焼チャンバ部材
及び第２の燃焼チャンバ部材を備え、第１及び第２の燃焼チャンバ部材は、それぞれセラ
ミックマトリックス複合材料で形成され、共に燃焼チャンバ（１０８）を少なくとも部分
的に画成し、第１の燃焼チャンバ部材は第１の結合フランジ（１３８）を備え、第２の燃
焼チャンバ部材は第２の結合フランジ（１４０）を備え、第１及び第２の結合フランジ（
１３８、１４０）は、互いに隣接して配置され、燃焼チャンバ（１０８）から外向きに延
在する、燃焼セクション（２６）と、第１の装着フランジ（１４２）、及び第２の装着フ
ランジ（１４４）を含む支持部材（１４８）を備える装着アセンブリ（１３６）であって
、第１及び第２の装着フランジ（１４２、１４４）は、第１及び第２の燃焼チャンバ部材
を取り付けるために第１及び第２の結合フランジ（１３８、１４０）の両側に配され、支
持部材（１４８）は、燃焼機アセンブリ（１００）を支持するためにガスタービンエンジ
ン（１０）の構造的構成要素に取り付けられる、装着アセンブリ（１３６）とを備えるガ
スタービンエンジン（１０）。
【請求項２０】
　装着アセンブリ（１３６）は、第１の装着フランジ（１４２）を第２の装着フランジ（
１４４）に向けて押す取付け部材（１４６）を更に備える、請求項１９に記載のガスター
ビンエンジン（１０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本主題は、概してガスタービンエンジンに関し、特に、ガスタービンエンジン用の燃焼
機アセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガスタービンエンジンは、一般に、互いに流体連通して配置されるファン及びコアを含
む。更に、ガスタービンエンジンのコアは、一般に、連続流の順で、圧縮機セクション、
燃焼セクション、タービンセクション、及び排気セクションを含む。動作中、空気がファ
ンから圧縮機セクションの入口に供給され、そこでは、１以上の軸流圧縮機が、その空気
を燃焼セクションに達するまでに徐々に圧縮する。燃料が燃焼セクション内で圧縮空気と
混合され燃焼されて燃焼ガスを生成する。燃焼ガスは、燃焼セクションからタービンセク
ションに送られる。タービンセクションを通る燃焼ガスの流れは、タービンセクションを
駆動し、次いで排気セクションを通って、例えば大気中に送られる。
【０００３】
　一般的に、セラミックマトリックス複合（ＣＭＣ）材料などの非従来型高温材料が、ガ
スタービンエンジン内の構成要素として使用されている。例えば、比較的極度の温度に耐
えるＣＭＣ材料の可能性によって、ガスタービンエンジンの燃焼セクション内の構成要素
をＣＭＣ材料で置き換えることに特に関心がもたれる。例えば、典型的な燃焼セクション
は、燃焼チャンバを共に画成する、内側ライナ、外側ライナ、及びドームを含む。一般的
に、少なくとも内側及び外側ライナは、ＣＭＣ材料で形成される。
【０００４】
　本開示の発明者等は、燃焼機アセンブリの他の構成要素をＣＭＣ材料で形成することも
有益であり得ることを見出した。しかし、現在のところ、ＣＭＣ材料の燃焼チャンバを画
成する多数の構成要素を接合することに課題がある。したがって、ＣＭＣ材料で形成され
た多数の構成要素を利用できる燃焼機アセンブリが有用である。具体的には、ＣＭＣ材料
で形成された多数の構成要素を効果的に接合できる燃焼機アセンブリが特に有益である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許８１４１３７１号明細書
【発明の概要】
【０００６】
　本発明の態様及び利点は、以下の説明で部分的に述べられており、又は説明から明らか
であり得、又は本発明の実践を通して習得され得る。
【０００７】
　本開示の例示的な一実施形態では、軸方向及び周方向を画成するガスタービンエンジン
用の燃焼機アセンブリが提供される。燃焼機アセンブリは、第１の燃焼チャンバ部材及び
第２の燃焼チャンバ部材を含む。第１及び第２の燃焼チャンバ部材は、それぞれセラミッ
クマトリックス複合材料で形成され、共に燃焼チャンバを少なくとも部分的に画成する。
第１の燃焼チャンバ部材は第１の結合フランジを含み、第２の燃焼チャンバ部材は第２の
結合フランジを含む。第１及び第２の結合フランジは、互いに隣接して配置され、燃焼チ
ャンバから外向きに延在する。燃焼機アセンブリは、加えて、第１の装着フランジ及び第
２の装着フランジを含む装着アセンブリを含み、第１の装着フランジは、第１の結合フラ
ンジに隣接して配置され、第２の装着フランジは、第２の結合フランジに隣接して配置さ
れる。装着アセンブリは、第１及び第２の燃焼チャンバ部材を取り付ける取付け部材を更
に含む。
【０００８】
　本開示の例示的な別の実施形態では、軸方向及び周方向を画成するガスタービンエンジ
ン用の燃焼機アセンブリが提供される。燃焼機アセンブリは、セラミックマトリックス複
合材料で形成され第１の結合フランジを含む燃焼機ドームを含む。燃焼機アセンブリは、
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加えて、セラミックマトリックス複合材料で形成され第２の結合フランジを含むライナを
含み、ライナ及び燃焼機ドームは、共に燃焼チャンバを少なくとも部分的に画成する。燃
焼機アセンブリは、加えて、第１の装着フランジ及び第２の装着フランジを含む装着アセ
ンブリを含み、第１の装着フランジは、第１の結合フランジに隣接して配置され、第２の
装着フランジは、第２の結合フランジに隣接して配置される。装着アセンブリは、ライナ
及び燃焼機ドームを取り付けるために第１の装着フランジと第２の装着フランジとを共に
固定する取付け部材を更に含む。
【０００９】
　本開示の例示的なまた別の実施形態では、軸方向及び周方向を画成するガスタービンエ
ンジンが提供される。ガスタービンエンジンは、圧縮機セクション、タービンセクション
、及び圧縮機セクションとタービンセクションの間に配された燃焼セクションを含む。燃
焼セクションは燃焼機アセンブリを含み、燃焼機アセンブリは、第１の燃焼チャンバ部材
及び第２の燃焼チャンバ部材を含む。第１及び第２の燃焼チャンバ部材は、それぞれセラ
ミックマトリックス複合材料で形成され、共に燃焼チャンバを少なくとも部分的に画成す
る。第１の燃焼チャンバ部材は第１の結合フランジを含み、第２の燃焼チャンバ部材は第
２の結合フランジを含む。第１及び第２の結合フランジは、互いに隣接して配置され、燃
焼チャンバから外向きに延在する。ガスタービンエンジンは、加えて、第１の装着フラン
ジを含む装着アセンブリと、支持部材とを含み、支持部材は第２の装着フランジを含む。
第１及び第２の装着フランジは、第１及び第２の燃焼チャンバ部材を取り付けるために第
１及び第２の結合フランジの両側に配される。支持部材は、燃焼機アセンブリを支持する
ためにガスタービンエンジンの構造的構成要素に取り付けられる。
【００１０】
　これら及び他の本発明の特徴、態様及び利点は、以下の説明及び添付の請求項を参照し
てよりよく理解されるであろう。添付の図面は、本明細書の一部に組み込まれ、本明細書
の一部を構成しており、説明とともに本発明の実施形態を例示しており、本発明の原理を
説明する役割を果たしている。
【００１１】
　当業者を対象とする、最良の形態を含む本発明の完全かつ実施可能な開示が、添付図面
を参照する本明細書に記載されている。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本主題の様々な実施形態による例示的なガスタービンエンジンの概略断面図であ
る。
【図２】図１の例示的なガスタービンエンジンの燃焼セクションに配置された、本開示の
例示的な実施形態による燃焼機アセンブリの側断面図である。
【図３】本開示の例示的な別の実施形態による燃焼機アセンブリの斜視図である。
【図４】図３の例示的な燃焼機アセンブリのセクションの斜視断面図である。
【図５】図３の例示的な燃焼機アセンブリの取付け部分の拡大斜視断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　つぎに、本発明の現在の実施形態を詳細に参照するが、その１つ以上の例が、添付図面
に示されている。詳細な説明は、図面中の特徴を参照するために数字及び文字の識別子を
使用する。本発明の同一又は同様の部分を参照するために、同一又は同様の識別子が図面
及び説明で使用されている。本明細書において「第１の」、「第２の」及び「第３の」と
いう用語は、１つの構成要素を別の構成要素から区別するために交換可能に使用され得、
個々の構成要素の位置又は重要性を表すことを意図していない。「上流」及び「下流」と
いう用語は、流体経路中の流体流に関する相対的な方向を意味する。例えば、「上流」は
、流体が流れて来る方向を意味し、「下流」は、流体が流れて行く方向を意味する。
【００１４】
　つぎに図面を参照すると、図を通して同一の数字が同じ要素を示しており、図１は、本
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開示の例示的な実施形態によるガスタービンエンジンの概略断面図である。特に、図１の
実施形態の場合、ガスタービンエンジンは、本明細書では「ターボファンエンジン１０」
と称される高バイパスターボファンジェットエンジン１０である。図１に示すように、タ
ーボファンエンジン１０は、（参照用の長手方向中心線１２と平行に延在する）軸方向Ａ
、径方向Ｒ、軸方向Ａを中心とする周方向（不図示）を画成する。一般に、ターボファン
１０は、ファンセクション１４、及びファンセクション１４の下流に配されたコアタービ
ンエンジン１６を含む。
【００１５】
　描写した例示的なコアタービンエンジン１６は、一般に、環状入口２０を画成する実質
的に管状の外側ケーシング１８を含む。外側ケーシング１８は、連続流の関係にある、ブ
ースタすなわち低圧（ＬＰ）圧縮機２２及び高圧（ＨＰ）圧縮機２４を含む圧縮機セクシ
ョンと、燃焼セクション２６と、高圧（ＨＰ）タービン２８及び低圧（ＬＰ）タービン３
０を含むタービンセクションと、ジェット排気ノズルセクション３２とを包み込み、コア
タービンエンジン１６は、それらを含む。高圧（ＨＰ）シャフトすなわちスプール３４は
、ＨＰタービン２８をＨＰ圧縮機２４に駆動連結する。低圧（ＬＰ）シャフトすなわちス
プール３６は、ＬＰタービン３０をＬＰ圧縮機２２に駆動連結する。圧縮機セクション、
燃焼セクション２６、タービンセクション、及びノズルセクション３２は、共にコア空気
流路３７を画成する。
【００１６】
　描写した実施形態の場合、ファンセクション１４は、離間した様式でディスク４２に結
合された複数のファンブレード４０を有する可変ピッチファン３８を含む。描写するよう
に、ファンブレード４０は、ディスク４２から概ね径方向Ｒに沿って外向きに延在する。
各ファンブレード４０は、ファンブレード４０のピッチを一斉に集合的に変更するように
構成された適当なピッチ変更機構４４に動作可能に結合されることにより、ピッチ軸Ｐを
中心にディスク４２に対して回転可能である。ファンブレード４０、ディスク４２、及び
ピッチ変更機構４４は、出力ギアボックス４６を横切るＬＰシャフト３６により長手方向
軸線１２を中心として共に回転可能である。出力ギアボックス４６は、ＬＰシャフト３６
に対するファン３８の回転速度をより効率的な回転ファン速度に調節するための複数のギ
アを含む。
【００１７】
　図１の例示的な実施形態を引き続き参照すると、ディスク４２は、複数のファンブレー
ド４０を通る空気の流れを促すように空気力学的に輪郭形成された回転可能な前面ハブ４
８により覆われる。加えて、例示的なファンセクション１４は、ファン３８及び／又はコ
アタービンエンジン１６の少なくとも一部分を周方向で取り囲む環状ファンケーシングす
なわち外側ナセル５０を含む。例示的なナセル５０は、周方向に離間した複数の出口ガイ
ドベーン５２によりコアタービンエンジン１６に対して支持される。その上、ナセル５０
の下流セクション５４は、コアタービンエンジン１６の外側部分の上方に延在して、それ
らの間にバイパス空気流通路５６を画成する。
【００１８】
　ターボファンエンジン１０の動作中、ナセル５０及び／又はファンセクション１４の付
随する入口６０を通って、ある量の空気５８がターボファン１０に進入する。ある量の空
気５８がファンブレード４０を横切ると、矢印６２により示されるように空気５８の第１
の部分がバイパス空気流通路５６に導かれるか方向付けられ、矢印６４により示されるよ
うに空気５８の第２の部分がコア空気流路３７に、より具体的にはＬＰ圧縮機２２に導か
れるか方向付けられる。空気の第１の部分６２と空気の第２の部分６４との比は、バイパ
ス比としてよく知られている。空気の第２の部分６４は、次いで、高圧（ＨＰ）圧縮機２
４を通って燃焼セクション２６に導かれながら圧力が増加し、そこで燃料と混合され燃焼
されて燃焼ガス６６をもたらす。
【００１９】
　燃焼ガス６６は、ＨＰタービン２８を通って導かれ、そこでは、熱的及び／又は動的エ
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ネルギーの一部分が、外側ケーシング１８に結合されるＨＰタービンステータベーン６８
の連続ステージと、ＨＰシャフトすなわちスプール３４に結合されるＨＰタービンロータ
ブレード７０とにより燃焼ガス６６から抽出され、よってＨＰシャフトすなわちスプール
３４を回転させ、それによりＨＰ圧縮機２４の動作を支援する。燃焼ガス６６は、次いで
、ＬＰタービン３０を通って導かれ、そこでは、熱的及び動的エネルギーの第２の部分が
、外側ケーシング１８に結合されるＬＰタービンステータベーン７２の連続ステージと、
ＬＰシャフトすなわちスプール３６に結合されるＬＰタービンロータブレード７４とによ
り燃焼ガス６６から抽出され、よってＬＰシャフトすなわちスプール３６を回転させ、そ
れによりＬＰ圧縮機２２の動作及び／又はファン３８の回転を支援する。
【００２０】
　燃焼ガス６６は、コアタービンエンジン１６のジェット排気ノズルセクション３２を通
って連続的に導かれて推進力をもたらす。同時に、空気の第１の部分６２も、ターボファ
ン１０のファンノズル排気セクション７６から排気される前にバイパス空気流通路５６を
通って導かれながら、圧力が実質的に上昇し、推進力をもたらす。ＨＰタービン２８、Ｌ
Ｐタービン３０、及びジェット排気ノズルセクション３２は、燃焼ガス６６をコアタービ
ンエンジン１６を通って方向付けるための高温ガス路７８を少なくとも部分的に画成する
。
【００２１】
　しかし、図１に描写した例示的なターボファンエンジン１０は、例として提示されるに
すぎず、例示的な他の実施形態では、ターボファンエンジン１０は、任意の他の適当な構
成を有してもよいことを理解されたい。例示的なまた他の実施形態では、本開示の態様は
、また任意の他の適当なガスタービンエンジンに組み込まれてもよいことを理解されたい
。例えば、例示的な他の実施形態では、本開示の態様は、例えば、ターボプロップエンジ
ン、ターボシャフトエンジン、又はターボジェットエンジンに組み込まれてもよい。
【００２２】
　つぎに図２を参照すると、図１のターボファンエンジン１０の燃焼セクション２６内に
装着された燃焼機アセンブリ１００の側断面図が提示されている。示すように、燃焼機ア
センブリ１００は、燃焼セクション２６内に、すなわち、圧縮機セクションの下流及びタ
ービンセクションの上流に位置する。以下でより詳細に議論するように、燃焼機アセンブ
リ１００は、前方端に複数の開口１０２を概ね画成し、そこを通じて、（圧縮機セクショ
ンからの）圧縮空気、及び（例えば、燃料ノズル１０４からの）燃料の流れを受けるよう
に構成される。燃料と圧縮空気は、１以上の燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６を用
いて混合される。混合物は、次いで燃焼機アセンブリ１００の燃焼チャンバ１０８に提供
され、そこでは、そのような燃料－空気混合物が燃焼されて燃焼ガスを発生させる。この
ような燃焼ガスは、タービンセクションを駆動するために、燃焼機アセンブリ１００の出
口１１０を通じてタービンセクションに提供される。
【００２３】
　燃焼機アセンブリ１００は、一般に、第１の燃焼チャンバ部材及び第２の燃焼チャンバ
部材を含む。描写した実施形態の場合、第１の燃焼チャンバ部材は燃焼機ドーム１１２と
して構成され、第２の燃焼チャンバ部材は燃焼チャンバライナとして構成される。描写し
た実施形態の場合に具体的には、燃焼チャンバライナは燃焼チャンバ内側ライナ１１４と
して構成される。加えて、燃焼機アセンブリ１００は、第３の燃焼チャンバ部材を含み、
これは、描写した実施形態の場合、燃焼チャンバ外側ライナ１１６として構成される。特
に、描写した例示的な実施形態の場合、燃焼チャンバ外側ライナ１１６と燃焼機ドーム１
１２は、単一の連続した材料片で一体形成される。しかし、他の実施形態では、燃焼チャ
ンバ外側ライナ１１６と燃焼機ドーム１１２は、代わりに別々に形成されてもよい。
【００２４】
　図２を引き続き参照すると、第１及び第２の燃焼チャンバ部材、すなわち燃焼機ドーム
１１２及び燃焼チャンバ内側ライナ１１４、並びに燃焼チャンバ外側ライナ１１６は、そ
れぞれセラミックマトリックス複合（「ＣＭＣ」）材料で形成される。ＣＭＣ材料は、高



(8) JP 6840527 B2 2021.3.10

10

20

30

40

50

温性能を有する非金属材料である。燃焼機ドーム１１２及び燃焼チャンバライナ（例えば
、内側ライナ１１４及び外側ライナ１１６）に利用される例示的なＣＭＣ材料は、炭化ケ
イ素、ケイ素、シリカもしくはアルミナのマトリックス材料及びそれらの組合せを含み得
る。サファイア及び炭化ケイ素のようなモノフィラメントを含む酸化安定強化繊維（例え
ば、ＴｅｘｔｒｏｎのＳＣＳ－６）、炭化ケイ素を含むロービング及びヤーン（例えば、
日本カーボンのＮＩＣＡＬＯＮ（登録商標）、宇部興産のＴＹＲＡＮＮＯ（登録商標）、
及びＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇのＳＹＬＲＡＭＩＣ（登録商標））、ケイ酸アルミナ（例え
ば、Ｎｅｘｔｅｌの４４０及び４８０）、並びに短いウィスカ及び短繊維（例えば、Ｎｅ
ｘｔｅｌの４４０及びＳＡＦＦＩＬ（登録商標））などのセラミック繊維と、随意にセラ
ミック粒子（例えば、Ｓｉ、Ａｌ、Ｚｒ、Ｙ、及びそれらの組合せの酸化物）及び無機充
填材（例えば、パイロフィライト、ウォラストナイト、マイカ、タルク、カイヤナイト、
及びモンモリロナイト）とが、マトリックス中に埋め込まれてもよい。
【００２５】
　加えて、燃焼機ドーム１１２（及び一体形成された燃焼チャンバ外側ライナ１１６）及
び燃焼チャンバ内側ライナ１１４は、以下で議論する図３の実施形態により明らかに示す
ように、それぞれ、環形状を画成するように周方向Ｃに沿って実質的に連続して延在する
。以下でより詳細に議論するように、燃焼チャンバ内側ライナ１１４は、燃焼チャンバ内
側ライナ１１４と、一体形成された燃焼チャンバ外側ライナ１１６及び燃焼機ドーム１１
２とが、共に環状燃焼チャンバ１０８を画成するように、燃焼機ドーム１１２に接合され
る。したがって、描写した例示的な燃焼機アセンブリ１００は、環状燃焼機として構成さ
れる。
【００２６】
　図２を引き続き参照すると、燃焼チャンバ外側ライナ１１６及び燃焼チャンバ内側ライ
ナ１１４は、それぞれ概ね軸方向Ａに沿って延在し、すなわち、燃焼チャンバ外側ライナ
１１６は、前方端１１８と後方端１２０の間で延在し、燃焼チャンバ内側ライナ１１４は
、前方端１２２と後方端１２４の間で同様に延在する。加えて、燃焼機ドーム１１２は、
後壁１２６及び移行部分を含む。具体的には、描写した燃焼機ドーム１１２は、外側移行
部分１２８及び内側移行部分１３０を含む。外側移行部分１２８は、径方向Ｒに沿う後壁
１２６の外側縁に沿って配置され、内側移行部分１３０は、径方向Ｒに沿う後壁１２６の
内側縁に沿って配置される。内側及び外側移行部分１２８、１３０は、それぞれ燃焼機ド
ーム１１２の後壁１２６とともに周方向に延在する（図２を参照）。
【００２７】
　外側移行部分１２８は、後壁１２６から外側ライナ１１６に向けて延在し、内側移行部
分１３０は、後壁１２６から内側ライナ１１４に向けて延在する。述べたように、描写し
た実施形態の場合、外側ライナ１１６は、（後壁１２６及び外側移行部分１２８を含む）
燃焼機ドーム１１２と一体形成され、よって、外側移行部分１２８は、後壁１２６から外
側ライナ１１６まで継ぎ目なしに延在する。例えば、燃焼機ドーム１１２と燃焼チャンバ
外側ライナ１１６は、燃焼機ドーム１１２から燃焼チャンバ外側ライナ１１６まで延在す
る継ぎ目のない連続面を共に画成する。
【００２８】
　図２を引き続き参照し、上で簡単に述べたように、燃焼機ドーム１１２は、加えて開口
１０２を画成し、燃焼機アセンブリ１００は、燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６を
含む。特に、燃焼機ドーム１１２は複数の開口１０２を画成し、燃焼機アセンブリ１００
は、対応する複数の燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６を含み、すなわち、各開口１
０２は、複数の燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６のうちの対応する１つを受容する
ように構成される（例えば、以下の図３を参照）。
【００２９】
　複数の燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６は、それぞれ、例えば、スワラ及び／又
は隔壁を含み得る。上で簡単に述べたように、燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６は
、燃料ノズル１０４からの可燃性燃料及びターボファンエンジン１０の圧縮機セクション
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からの圧縮空気の流れを受けるように構成される。各燃料－空気注入器金具アセンブリ１
０６は、複数の開口１０２のうちの対応する１つで燃焼機ドーム１１２に直接取り付けら
れる。加えて、描写したように、各燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６は、このよう
な開口１０２内に、又はこのような開口１０２を通って延在する。特に、燃焼機ドーム１
１２は、燃焼チャンバ１０８に露出する高温側１３２と、反対の低温側１３４とを画成す
る。例示的な燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６は、それぞれ燃焼機ドーム１１２の
高温側１３２に直接取り付けられ、燃焼機ドーム１１２の低温側１３４に直接取り付けら
れる。例えば以下の図３からより明らかなように、描写した実施形態の場合、各燃料－空
気注入器金具アセンブリ１０６は、他の燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６から、よ
り具体的には隣接する燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６から独立して燃焼機ドーム
１１２に直接取り付けられる。例えば、描写した燃焼機アセンブリ１００の燃焼機ドーム
１１２が、周方向Ｃに沿って連続して延在するので、燃焼機ドーム１１２及び複数の燃料
－空気注入器金具アセンブリ１０６のための追加的又は補足的な支持は必要とされない。
【００３０】
　図２を引き続き参照すると、一体形成された燃焼チャンバ外側ライナ１１６及び燃焼機
ドーム１１２とは対照的に、描写した実施形態の場合、燃焼チャンバ内側ライナ１１４は
、燃焼機ドーム１１２及び燃焼チャンバ外側ライナ１１６とは別に形成される。燃焼チャ
ンバ内側ライナ１１４は、概ね装着アセンブリ１３６により燃焼機ドーム１１２に取り付
けられる。具体的には、第１の燃焼チャンバ部材すなわち燃焼機ドーム１１２は、第１の
結合フランジ１３８を含み、第２の燃焼チャンバ部材すなわち燃焼チャンバ内側ライナ１
１４は、第２の結合フランジ１４０を含む。第１及び第２の結合フランジ１３８、１４０
は、互いに隣接して配置され、それぞれ燃焼チャンバ１０８から概ね外向きに延在する。
具体的には、描写した実施形態の場合、第１及び第２の結合フランジ１３８、１４０は、
概ね径方向Ｒに沿って内向きに延在する。
【００３１】
　その上、描写した例示的な装着アセンブリ１３６は、第１の装着フランジ１４２及び第
２の装着フランジ１４４を含む。第１の装着フランジ１４２は、燃焼機ドーム１１２の第
１の結合フランジ１３８に隣接して配置され、第２の装着フランジ１４４は、燃焼チャン
バ内側ライナ１１４の第２の結合フランジ１４０に隣接して配置される。その上、装着ア
センブリ１３６は、第１の装着フランジ１４２を第２の装着フランジ１４４に向けて押し
て燃焼機ドーム１１２及び燃焼チャンバ内側ライナ１１４を取り付けるための取付け部材
１４６を更に含む。例えば、取付け部材１４６は、燃焼機ドーム１１２及び燃焼チャンバ
内側ライナ１１４を取り付けるために、第１の装着フランジ１４２と第２の装着フランジ
１４４とを共に固定してもよい。
【００３２】
　したがって、装着アセンブリ１３６は、燃焼チャンバ内側ライナ１１４及び燃焼機ドー
ム１１２に取り付けられる。より具体的には、描写した実施形態の場合、装着アセンブリ
１３６は、ターボファンエンジンエンジン１０の構造的構成要素に対してターボファンエ
ンジンエンジン１０内で燃焼機ドーム１１２及び燃焼チャンバ内側ライナ１１４を支持す
るために、燃焼チャンバ内側ライナ１１４の前方端１２２に近接して燃焼チャンバ内側ラ
イナ１１４に取り付けられる。例えば、描写した例示的な装着アセンブリ１３６は、概ね
軸方向Ａに沿って前方端１５０から後方端１５２まで延在する長さ１４９を画成する支持
部材１４８を含む。支持部材１４８の前方端１５０は、第２の装着フランジ１４４を含み
、述べたように及び以下で更に詳細に議論するように、燃焼チャンバ内側ライナ１１４の
前方端１２２に近接して燃焼チャンバ内側ライナ１１４に取り付けられる。
【００３３】
　本明細書において用語「前方端に近接する」は、後方端よりも前方端に近い位置を概ね
意味し得る。したがって、例えば、燃焼機アセンブリ１００は、開口１０２のうちの１以
上と、タービンセクションへの出口１１０との間で概ね軸方向Ａに沿う長さ１５４を画成
し得る。装着アセンブリ１３６は、燃焼機アセンブリの長さ１５４の少なくとも前方約５
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０％内で燃焼チャンバ内側ライナ１１４に取り付けられ得る。特に、描写した実施形態の
場合、装着アセンブリ１３６は、燃焼機アセンブリの長さ１５４の少なくとも前方約４０
％内、燃焼機アセンブリの長さ１５４の少なくとも前方約３０％内、又は燃焼機アセンブ
リの長さ１５４の少なくとも前方約２０％内で燃焼チャンバ内側ライナ１１４に取り付け
られ得る。本明細書において「約」又は「凡そ」などの近似用語は、１０％の許容誤差内
であることを意味すると理解されたい。
【００３４】
　述べたように、装着アセンブリ１３６は、燃焼機ドーム１１２、燃焼チャンバ内側ライ
ナ１１４、及び燃焼チャンバ外側ライナ１１６をターボファンエンジン１０内で支持する
ように構成される。具体的には、例示的な支持部材１４８は、後方端１５２でターボファ
ンエンジン１０の構造的構成要素に取り付けるように構成される。特に、支持部材１４８
は、取付けフランジ１５６を含み、同フランジによって、支持部材１４８が、燃焼機アセ
ンブリ１００を支持するためにターボファンエンジン１０の構造的構成要素に取り付けら
れる。描写した実施形態の場合、構造的構成要素は、タービンセクションを通る流路を少
なくとも部分的に画成するタービンフレーム１５８として構成される。しかし、他の実施
形態では、構造的構成要素は、ターボファンエンジン１０内の任意の静止構造部材であっ
てもよい。例えば、他の実施形態では、構造的構成要素は、圧縮機内側ケーシング１６０
、圧縮機外側ケーシング１６２、タービンケーシング１６４などであってもよい。
【００３５】
　図３から図５の例示的な実施形態を参照して以下でより詳細に議論するように、装着ア
センブリ１３６は金属材料で形成され得る。特に、第２の結合フランジ１４０を含む支持
部材１４８、及び第１の結合フランジ１３８は、それぞれ金属材料で形成され得る。この
ような構成によって、ターボファンエンジン１０の動作中に所望の量の熱的成長が可能と
なり得る。特に、燃焼チャンバ内側及び外側ライナ１１４、１１６、並びに燃焼機ドーム
１１２が、全て燃焼チャンバ内側ライナ１１４の前方端１２２で装着アセンブリ１３６に
より支持されるので、燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６と、タービンセクションへ
の入口との間の距離が、実質的に装着アセンブリ１３６のある量の熱的成長により画成さ
れる。更に、圧縮機内側及び外側ケーシング１６０、１６２、並びにタービンケーシング
１６４など、燃焼機アセンブリ１００を取り囲む様々な他の構成要素も、全て金属材料で
形成されるので、装着アセンブリ１３６の熱的成長は、そのような構成要素の熱的成長に
概ね一致しており、燃焼機アセンブリ１００のＣＭＣ構成要素と装着アセンブリ１３６と
の間の熱的成長の不一致にもかかわらず、燃焼機アセンブリ１００がターボファンエンジ
ン１０内の所望の位置にあることを確実にする。
【００３６】
　つぎに図３から図５を参照すると、本開示の例示的な実施形態による燃焼機アセンブリ
１００の様々な図が提示されている。図３から図５の例示的な燃焼機アセンブリ１００は
、図２の例示的な燃焼機アセンブリ１００と実質的に同じ様式で構成され得、したがって
、同じ又は同様の番号は、同じ又は同様の部品を意味し得る。具体的には、図３は、組み
立てられた燃焼機アセンブリ１００の斜視図を提示し、図４は、図３の例示的な燃焼機ア
センブリ１００のセクションの斜視断面図を提示し、図５は、図３の例示的な燃焼機アセ
ンブリ１００の装着アセンブリ１３６の取付け部分の拡大断面図を提示する。
【００３７】
　図３に最も明らかに見られ得るように、燃焼機アセンブリ１００は、冷却空気の流れを
可能にするように燃焼チャンバ部材の１以上を通って延在する複数の冷却穴１６６を含む
。具体的には、描写した例示的な燃焼機アセンブリ１００は、ある量の冷却空気が流れる
ことを可能にするように、燃焼チャンバ外側ライナ１１６、燃焼チャンバ内側ライナ１１
４、及び燃焼機ドーム１１２を通って延在する複数の冷却穴１６６を含む。冷却空気は、
燃焼機アセンブリ１００が設置される、ガスタービンエンジンの圧縮機セクションから提
供され得る。
【００３８】
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　前に述べたように、燃焼機アセンブリ１００は、一般に環状燃焼機として構成される。
したがって、燃焼チャンバ外側ライナ１１６、（描写した実施形態の場合、燃焼チャンバ
外側ライナ１１６と一体形成される）燃焼機ドーム１１２、及び燃焼チャンバ内側ライナ
１１４（例えば図４を参照）は、それぞれ、環形状を画成するように周方向Ｃに沿って実
質的に連続して延在する。図３には描写していないが、（燃焼機ドーム１１２の）第１の
結合フランジ１３８及び（燃焼チャンバ内側ライナ１１４の）第２の結合フランジ１４０
も、周方向に実質的に連続して延在する。更に、装着アセンブリ１３６、特に、第１の装
着フランジ１４２、及び第２の装着フランジ１４４を含む支持部材１４８も、それぞれ、
環形状を画成するように周方向Ｃに沿って実質的に連続して延在する。よって、支持部材
１４８は、環状支持部材１４８とも称され得る。特に、第１の装着フランジ１４２は、互
いに隣接して周方向に配置された複数の個々の装着ブラケット１６８で形成される。
【００３９】
　描写した実施形態の場合、装着アセンブリ１３６は、ＣＭＣ材料でそれぞれ形成され得
る、燃焼チャンバ内側ライナ１１４、燃焼機ドーム１１２、及び燃焼チャンバ外側ライナ
１１６とは対照的に、概ね金属材料で形成される。したがって、装着アセンブリ１３６の
第１の装着フランジ１４２を形成する装着ブラケット１６８は、第２の装着フランジ１４
４を含む支持部材１４８と同様に金属材料で形成される。熱膨張率の不一致に適応するた
めに、支持部材１４８は、概ね軸方向Ａに沿って延在する複数のギャップ１７０を含む。
しかし、他の実施形態では、複数のギャップ１７０は、代わりに任意の他の適当な方向に
延在してもよい。特に、複数のギャップ１７０を含むことによって、加えて、振動減衰及
び他の有益性が燃焼機アセンブリ１００にもたらされる。
【００４０】
　その上、描写した複数のギャップ１７０は、それぞれ支持部材１４８の長さ１４９の少
なくとも約５０％に沿って延在する。描写した実施形態の場合に具体的には、複数のギャ
ップ１７０のそれぞれは、支持部材１４８の長さ１４９の少なくとも約６０％に沿って延
在する。更に、複数のギャップ１７０のうちの各ギャップ１７０は幅１７１を画成する（
図３）。描写したギャップ１７０が概ね軸方向Ａに沿って延在するので、幅１７１は、概
ね周方向Ｃに沿って画成される。各ギャップ１７０の幅１７１は、少なくとも約０．０５
インチ、少なくとも約０．１０インチ、少なくとも約０．２０インチ、又は任意の他の適
当な幅であってもよい。ギャップ１７０は、装着アセンブリ１３６の支持部材１４８に対
する、燃焼チャンバ外側ライナ１１６又は燃焼機ドーム１１２の少なくとも一方の相対的
な膨張を可能にする。特に、ギャップ１７０は、概ね径方向Ｒに沿う装着アセンブリ１３
６の支持部材１４８に対する、ＣＭＣ構成要素、すなわち、燃焼チャンバ内側ライナ１１
４、燃焼機ドーム１１２、及び燃焼チャンバ外側ライナ１１６のそれぞれの相対的な膨張
を可能にする。
【００４１】
　つぎに特に図４及び図５を参照すると、例示的な取付け部材１４６は、ナット１７２及
びボルト１７４として、正確には複数のナット１７２及びボルト１７４として構成され、
各ボルト１７４は、第１及び第２の装着フランジ１４２、１４４並びに第１及び第２の結
合フランジ１３８、１４０を通って延在する。ボルト１７４は、それぞれ、第１の装着フ
ランジ１４２を押すヘッド１７６を含み、対応するナット１７２のそれぞれは、対応する
ボルト１７４に螺合され、第２の装着フランジ１４４を押す。このような構成によって、
燃焼機ドーム１１２及び燃焼チャンバ内側ライナ１１４それぞれの第１及び第２の結合フ
ランジ１３８、１４０を取り付ける力は、第１の装着フランジ１４２の内側面領域と第２
の装着フランジ１４４の内側面領域との間に分散する。したがって、第１及び第２の結合
フランジ１３８、１４０は、それらに加えられる最小量の点力で共に押される。このよう
な構成によって、第１及び第２の結合フランジ１３８、１４０に対する損傷が限定され得
る。
【００４２】
　その上、図５の断面図に見られ得るように、装着アセンブリ１３６は、ブッシング１７



(12) JP 6840527 B2 2021.3.10

10

20

30

40

50

８、正確には複数のブッシング１７８を更に含み、各ブッシング１７８は、第１及び第２
の結合フランジ１３８、１４０内で対応するボルト１７４の周りに延在する。ブッシング
１７８は、（金属材料で形成された）ボルト１７４と、（ＣＭＣ材料で形成された）第１
及び第２の結合フランジ１３８、１４０との間のバリアとして機能し得る。したがって、
ＣＭＣ材料による金属材料上のいかなる磨耗も、ボルト１７４とは対照的にブッシング１
７８により吸収される。特に、第１及び第２の結合フランジ１３８、１４０は、共に組合
せ幅１８０を画成し、ブッシングのそれぞれは、長さ１８２を同様に画成する。描写した
実施形態の場合、ブッシング１７８のそれぞれの長さ１８２は、金属材料で形成され得る
ブッシング１７８と、第１及び第２の結合フランジ１３８、１４０との間の相対的な熱膨
張を可能にするために、第１及び第２の結合フランジ１３８、１４０の組合せ幅１８０よ
りも小さい。
【００４３】
　ブッシング１７８を含むことによって、第１の装着フランジ１４２及び第２の装着フラ
ンジ１４４は、燃焼チャンバ内側ライナ１１４に対する燃焼機ドーム１１２の耐久性の高
い取付けを可能にし得る。より具体的には、このような金属構成要素を金属ボルト１７４
とＣＭＣドーム１１２及び内側ライナ１１４との間に含むことによって、燃焼機アセンブ
リ１００の動作中のボルト１７４に対する初期磨耗のリスクが抑制され得る。
【００４４】
　しかし、本明細書に記述する例示的な燃焼機アセンブリ１００は、例として提示されて
いるにすぎず、本開示の例示的な他の実施形態では、燃焼機アセンブリ１００は、任意の
他の適当な構成を有してもよいことを理解されたい。例えば、例示的な他の実施形態では
、燃焼チャンバ外側ライナ１１６は、燃焼機ドーム１１２と一体形成されなくてもよく、
代わりに、任意の適当な様式で燃焼機ドーム１１２に取り付けられてもよい。更に、例示
的な特定の実施形態では、燃焼チャンバ内側ライナ１１４は、燃焼チャンバ外側ライナ１
１６の代わりに、又はそれに加えて、燃焼機ドーム１１２と一体形成されてもよい。その
上、また他の実施形態では、燃焼機ドーム１１２は、任意の他の適当な構成を有してもよ
い。例えば、特定の実施形態では、燃焼機ドーム１１２は、外側移行部分１２８又は内側
移行部分１３０の一方又は両方を含まなくてもよい。又は代わりに、外側移行部分１２８
又は内側移行部分１３０の一方又は両方は、任意の他の適当な様式で構成されてもよい。
【００４５】
　その上、本明細書に記述する実施形態の場合、装着アセンブリ１３６が燃焼機アセンブ
リ１００の概ね径方向内側に位置するが、他の実施形態では、装着アセンブリ１３６は、
代わりに径方向外側に位置してもよい。例えば、このような例示的な実施形態では、装着
アセンブリ１３６は、燃焼チャンバ外側ライナ１１６を、別に形成された燃焼チャンバ１
０８のドームに取り付けるように構成されてもよい。その上、描写した実施形態の場合、
装着アセンブリ１３６が、燃焼チャンバライナの前方端で燃焼チャンバライナ及びドーム
に取り付けられるが、他の実施形態では、装着アセンブリ１３６は、代わりに、例えば、
燃焼チャンバライナの後方端、又は任意の他の適当な位置で燃焼チャンバライナに取り付
けられてもよい。更に、また他の実施形態では、支持部材１４８を含む装着アセンブリ１
３６は、（描写した実施形態では後方に延在するのと対照的に）結合フランジ１３８、１
４０から、結合フランジ１３８、１４０の前方に位置するガスタービンエンジン内の支持
部材まで前方に延在してもよい。
【００４６】
　更に、描写した実施形態の場合、燃焼チャンバ１０８を画成する様々な構成要素が、環
形状を画成するように周方向Ｃに沿って実質的に連続して延在するが、例示的な他の実施
形態では、そのような構成要素は、代わりに、燃焼チャンバ１０８を画成するように、周
方向Ｃに沿って離間する複数の構成要素を含んでもよい。加えて又は代えて、他の実施形
態では、燃焼機アセンブリ１００は、任意の他の適当な様式で燃焼機ドーム１１２に装着
された任意の他の適当な燃料－空気注入器金具アセンブリ１０６を含んでもよい。
【００４７】
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　本明細書は、最良の形態を含めて本発明を開示するために、それにまた、当業者が、任
意の装置又はシステムを製作し使用すること、及び任意の組み込まれた方法を実行するこ
とを含めて本発明を実施できるようにするために、例を使用している。本発明の特許可能
な範囲は、請求項により定義されており、当業者が思い付く他の例を含み得る。このよう
な他の例は、請求項の文言と異ならない構造的要素を含む場合又は請求項の文言と実質的
に異ならない均等な構造的要素を含む場合、請求項の範囲内にあることが意図されている
。
【符号の説明】
【００４８】
１０　ターボファンジェットエンジン
１２　長手方向軸線、軸方向中心線
１４　ファンセクション
１６　コアタービンエンジン
１８　外側ケーシング
２０　環状入口
２２　低圧（ＬＰ）圧縮機
２４　高圧（ＨＰ）圧縮機
２６　燃焼セクション
２８　高圧（ＨＰ）タービン
３０　低圧（ＬＰ）タービン
３２　ジェット排気ノズルセクション
３４　ＨＰシャフト、スプール
３６　ＬＰシャフト、スプール
３８　可変ピッチファン
４０　ファンブレード
４２　ディスク
４４　作動部材、ピッチ変更機構
４６　出力ギアボックス
４８　ナセル、前面ハブ
５０　ファンケーシング、外側ナセル
５２　出口ガイドベーン
５４　下流セクション
５６　バイパス空気流通路
５８　空気
６０　入口
６２　空気の第１の部分
６４　空気の第２の部分
６６　燃焼ガス
６８　ＨＰタービンステータベーン
７０　ＨＰタービンロータブレード
７２　ＬＰタービンステータベーン
７４　ＬＰタービンロータブレード
７６　ファンノズル排気セクション
７８　高温ガス路
１００　燃焼機アセンブリ
１０２　開口
１０４　燃料ノズル
１０６　燃料－空気注入器金具アセンブリ
１０８　環状燃焼チャンバ
１１０　燃焼機アセンブリの出口
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１１２　燃焼機ドーム、ＣＭＣドーム
１１４　燃焼チャンバ内側ライナ
１１６　燃焼チャンバ外側ライナ
１１８　外側ライナ前方端
１２０　外側ライナ後方端
１２２　内側ライナ前方端
１２４　内側ライナ後方端
１２６　後壁
１２８　外側移行部分
１３０　内側移行部分
１３２　高温側
１３４　低温側
１３６　装着アセンブリ
１３８　第１の結合フランジ
１４０　第２の結合フランジ
１４２　第１の装着フランジ
１４４　第２の装着フランジ
１４６　取付け部材
１４８　環状支持部材
１５０　前方端
１５２　後方端
１５４　燃焼機アセンブリの長さ
１５６　取付けフランジ
１５８　タービンフレーム
１６０　圧縮機内側ケーシング
１６２　圧縮機外側ケーシング
１６４　タービンケーシング
１６６　冷却穴
１６８　装着ブラケット
１７０　ギャップ
１７２　ナット
１７４　金属ボルト
１７６　ヘッド
１７８　ブッシング
１８０　組合せ幅
１８２　ブッシングの長さ
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